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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

　

６
月
11
日
〜
12
日
、
Ｊ
Ｒ
連

合
は
、
都
内
に
て
、
「
真
に
民

主
的
な
労
働
運
動
を
不
断
に
追

求
し
、
安
全
最
優
先
の
取
り
組

み
、
政
策
・
組
織
課
題
の
解
決

を
通
じ
て
、
働
く
者
と
家
族
の

幸
せ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発

展
を
実
現
し
よ
う
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
28
回

定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
来
賓

に
は
、
神
津
里
季
生
連
合
会
長
、

住
野
敏
彦
交
運
労
協
議
長
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
の
会
長
で
あ
る
榛
葉
賀
津

也
参
議
院
議
員
ら
８
人
の
国
会

議
員
、
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団

連
絡
会
の
代
表
幹
事
で
あ
る
中

田
利
幸
米
子
市
議
会
議
員
、
友

誼
団
体
な
ど
か
ら
出
席
を
賜
り
、

大
会
に
華
を
添
え
た
。

　

中
濱
斉
副
会
長
（
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
執
行
委
員
長
）
の
開
会
挨

拶
で
は
じ
ま
り
、
議
長
団
に
Ｊ

Ｒ
西
労
組
の
田
中
佑
佳
代
議
員
、

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
木
村
智
隆
代

議
員
を
選
出
し
て
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
松
岡
裕
次
会
長
は
、

「
令
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
あ
ら
た
め
て
将
来
を
見

据
え
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
』
を
目
指
し
て
い
く
」

と
決
意
を
語
り
、
「
ま
さ
し
く

働
く
者
の
声
に
、
そ
し
て
声
な

き
声
に
も
傾
聴
し
、
真
に
民
主

的
な
労
働
運
動
を
不
断
に
追
求

し
、
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
出
席
者
に
訴
え

た
。
そ
の
後
、
安
全
、
民
主
化

闘
争
、
政
策
課
題
、
労
働
条
件

向
上
、
政
治
活
動
の
取
り
組
み

の
５
点
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
は

Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別
と
し
て
加
盟

各
単
組
と
一
体
と
な
っ
て
、
組

合
員
と
家
族
の
幸
せ
実
現
と
と

も
に
、
国
民
・
利
用
者
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
、
社
会
・
経
済

に
貢
献
し
続
け
る
Ｊ
Ｒ
産
業
を

築
く
べ
く
、
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
を

創
出
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
一

層
の
展
開
を
呼
び
か
け
た
。

　

政
所
大
祐
企
画
部
長
か
ら
活

動
経
過
や
決
算
な
ど
を
報
告
し

た
後
、
北
村
公
次
労
働
政
策
部

長
よ
り
、
新
た
に
加
盟
し
た

「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ポ
シ
ブ
ル
医
科

学
労
働
組
合
」
が
紹
介
さ
れ
、

松
岡
会
長
か
ら
加
入
証
書
と
Ｊ

Ｒ
連
合
バ
ッ
ジ
を
手
渡
し
、
出

席
者
全
員
で
歓
迎
し
た
。
ま
た
、

永
年
勤
続
表
彰
を
行
い
、
長
き

に
亘
っ
て
Ｊ
Ｒ
連
合
を
支
え
て

き
た
職
員
へ
の
感
謝
を
会
場
全

体
で
表
し
た
。

　

河
村
滋
喜
事
務
局
長
か
ら
提

起
さ
れ
た
２
０
１
９
年
度
運
動

方
針
案
・
予
算
案
な
ど
に
対
し

て
、
11
人
の
代
議
員
・
特
別
代

議
員
が
運
動
方
針
を
補
強
す
る

質
疑
を
行
っ
た
。
執
行
部
か
ら

答
弁
を
行
い
、
河
村
事
務
局
長

の
総
括
答
弁
を
経
て
、
運
動
方

針
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
を
満

場
一
致
で
採
決
し
た
。
ま
た
、新

た
な
中
期
目
標
を
示
す
「
中
期

労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
９

〜
２
０
２
３
」
に
つ
い
て
も
説

明
し
た
。
さ
ら
に
、
役
員
改
選

に
お
い
て
、
今
大
会
で
退
任
す

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
中
央
執
行
委
員

長
）
の
閉
会
挨
拶
の
あ
と
、
荻

山
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

　

６
月
１
〜
２
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
Ｊ
Ｒ
九
州

労
組
、
貨
物
鉄
産
労
の
組
合
員

と
と
も
に
、
総
勢
19
人
で
山
梨

県
早
川
町
保
地
区
に
お
け
る
地

域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
た
。

　

早
川
町
は
、
人
口
約
１
０
０

０
人
と
「
日
本
一
人
口
の
少
な

い
町
」
を
自
負
す
る
一
方
、
東

西
15
・
５
㎞
、
南
北
38
㎞
、
３

６
９
・
９
６
㎢
の
広
大
な
面
積

を
有
し
、
山
梨
県
南
西
部
の
南

ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
む
早
川

町
で
の
地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
政
策
提
言
「
７
つ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
基

づ
き
、
同
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
上
流
文
化
圏
研
究
所
（
上
流

研
）
と
共
同
で
２
０
０
８
年
か

ら
同
町
保
地
区
に
お
い
て
活
動

を
開
始
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

10
年
を
超
え
る
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
固
い
絆
を
深
め
て
き
た
。

　

今
回
も
、
地
域
の
自
治
管
理

「
村
普
請
」
の
「
郷
役
」
に
参

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
地
域
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一
層
強
固
な

も
の
と
す
る
地
域
活
性
化
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
引
き
続
き
継

続
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
公

共
交
通
の
担
い
手
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

の
存
在
意
義
を
再
確
認
し
つ

つ
、
労
働
組
合
の
社
会
的
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
地
域
に
お

け
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
。

り
、
「
山
の
暮
ら
し
に
は
集
落

が
欠
か
せ
な
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

　

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
汗

を
流
し
た
。
初
日
の
作
業
後
は

参
加
者
ら
で
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
実
施
。
ま
た
、
２
日
目
の
作

業
後
に
は
保
地
区
の
皆
さ
ん
と

昼
食
を
兼
ね
た
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

加
し
、
農
道
や
セ
ギ
と
呼
ば
れ

る
水
路
の
枯
れ
葉
や
土
砂
の
撤

去
、
休
耕
地
な
ど
の
除
草
、
獣

害
対
策
用
の
電
気
柵
周
辺
の
整

備
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
。

　

初
日
の
冒
頭
、
松
岡
裕
次
会

長
、
望
月
忠
紀
区
長
が
そ
れ
ぞ

た
。

　

な
お
、
大
会
・
集
会
の
詳
細

に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
す

る
。

・
夏
季
手
当　

２
・
９
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
東
海
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
労
組

【
５
月
23
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

３
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

３
・
０
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
東
海
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
労
組

【
５
月
23
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

２
・
３
ヵ
月

神津里季生連合会長

ＪＲ連合運動を牽引してきた６年間を集大成として挨拶を
行い、今後の飛躍を祈念した松岡会長

新たな局面に突入したＪＲ労働界で、まさに代表産別
としての運動を展開する決意を共有した

参加者たちは、ともに汗を流し、ともに語り、地域との絆を一段と
深める機会とした

る
松
岡
会
長
、

河
村
事
務
局
長
、

政
所
執
行
委
員

に
代
わ
り
、
荻

山
市
朗
会
長
、

尾
形
泰
二
郎
事

務
局
長
、今
井

孝
治
執
行
委
員

を
選
出
し
、
新

体
制
を
確
立
し

た
。
最
後
は
昆

弘
美
副
会
長

　

５
月
31
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ

Ｒ
７
単
組
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
労

組
の
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

の
中
間
ま
と
め
を
公
表
し
た
。

Ｊ
Ｒ
７
単
組
に
つ
い
て
は
、
既

報
の
と
お
り
で
あ
る
。
グ
ル
ー

プ
労
組
に
つ
い
て
は
、
５
月
28

日
時
点
で
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
盟

す
る
93
単
組
の
う
ち
、
77
単
組

が
交
渉
を
妥
結
し
た
。（
※
要

求
に
つ
い
て
は
89
単
組
が
提
出
）

　

賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、
単
純

平
均
で
定
期
昇
給
相
当
３
７
４

５
円（
昨
年
同
時
期
比
＋
22
円
）、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
７
９
９
円
（
同

＋
33
円
）
と
昨
年
同
時
期
を
上

回
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
獲
得
し
た
グ
ル
ー
プ
労
組

が
昨
年
を
上
回
る
52
単
組
に
達

す
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全

体
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」

「
格
差
是
正
」
は
確
実
に
前
進

し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
64
単

組
が
回
答
を
引
き
出
し
、
支
払

月
数
の
単
純
平
均
で
夏
季
手
当

２
・
35
ヵ
月
（
同
＋
０
・
05
ヵ

月
）
、
年
間
臨
給
４
・
58
ヵ
月

（
同
▲
０
・
１
ヵ
月
）
と
な
っ

た
ほ
か
、
18
単
組
で
好
調
な
業

績
等
を
反
映
し
た
年
度
末
一
時

金
等
を
獲
得
し
た
。

　

総
合
生
活
改
善
の
取
り
組
み

は
、
年
間
休
日
の
増
加
や
福
利

厚
生
制
度
の
拡
充
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
支
援
を
は
じ
め
、
多

く
の
成
果
を
獲
得
し
た
。

　

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
単
組
で

時
給
・
日
給
・
月
給
の
引
き
上

げ
を
獲
得
し
た
ほ
か
、同
一
労

働
同
一
賃
金
の
法
整
備
を
踏
ま

え
た
手
当
の
新
設
・
改
善
等
を

獲
得
し
た
単
組
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
獲
得
し
た

背
景
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
労
組

が
健
全
で
建
設
的
な
労
使
関
係

を
基
礎
に
粘
り
強
く
要
求
実
現

に
む
け
た
交
渉
を
展
開
し
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｊ
Ｒ

各
単
組
が
Ｊ
Ｒ
各
社
に
対
し
て
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働
条
件
の

向
上
に
む
け
た
原
資
の
創
出
を

従
来
以
上
に
強
く
求
め
た
こ
と

や
、人
材
の
確
保
・
定
着
に
む

け
た
処
遇
改
善
の
必
要
性
に
経

営
側
が
理
解
を
示
し
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
も

最
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
、

現
在
交
渉
中
の
グ
ル
ー
プ
労
組

へ
の
支
援
を
エ
リ
ア
連
合
と
連

携
し
て
行
う
な
ど
、
早
期
妥
結

に
む
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
最
後
の
最
後
ま
で
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
海
情
報
シ
ス
テ
ム
労
組

【
５
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

地
区
で
も
広
が
っ
て
お
り
、
保

地
区
に
お
け
る
取
り
組
み
が
参

考
に
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
「
外
部
の
人
と

と
も
に
集
落
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
新
た
な
地
域
の
形
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
と
語

れ
挨
拶
を
行
い
、

上
流
研
か
ら
取

り
組
み
に
つ
い

て
の
説
明
を
受

け
た
。
保
地
区

に
お
け
る
地
域

活
性
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
近
隣

地
域
で
は
珍
し

い
取
り
組
み
だ
っ

た
が
、
最
近
で

は
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の

受
け
入
れ
が
他
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中
間
ま
と
め
を
公
表

2019春季生活闘争【グループ労組】

52単組がベア獲得
昨年を上回る成果を引き出す

2019春季生活闘争【グループ労組】

52単組がベア獲得
昨年を上回る成果を引き出す

早川町・地域活性化ボランティア
地域とのパートナーシップを

一層強固に

第
28
回
定
期
大
会

働
く
者
と
家
族
の
幸
せ
と

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
の
実
現
め
ざ
す

第
28
回
定
期
大
会

働
く
者
と
家
族
の
幸
せ
と

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
の
実
現
め
ざ
す

※2019年は5月31日現在

※2019年は5月31日現在



ＪＲ連合令和元年（2019）6月15日 第 598号（２）

ン
タ
ー
（
２
０
１
１

年
２
月
15
日
号
）
」

で
「
私
は
こ
れ
ま
で

キ
ャ
ッ
プ
の
指
導
を

受
け
、
一
緒
に
活
動

で
き
る
こ
と
が
無
上

の
喜
び
で
し
た
。

（
中
略
）
『
松
崎
イ

ズ
ム
』
を
自
分
な
り

に
考
え
て
、
奮
闘
し

て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
、
松
崎
氏

へ
の
追
悼
文
を
掲
載

し
た
。

　

松
崎
イ
ズ
ム
の
継

承
こ
そ
、
ま
さ
に

「
労
使
ニ
ア
リ
ー
・

イ
コ
ー
ル
論
」
の
実

現
で
あ
り
、
経
営
幹

で
は
、
佐
々
木
氏
に
つ
い
て
、

こ
う
解
説
し
た
。
「
北
鉄
労
を

長
年
、
取
り
仕
切
っ
て
き
た
の

が
、
〝
北
鉄
労
の
ド
ン
〞
と
呼

ば
れ
る
元
委
員
長
の
佐
々
木
信

正
で
あ
る
。
佐
々
木
は
、
一
九

九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
か
ら

十
年
に
わ
た
っ
て
同
労
組
委
員

長
を
務
め
、
こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
総

連
副
委
員
長
の
ポ
ス
ト
に
も
就

い
た
。
佐
々
木
は
松
崎
の
〝
腹

心
〞
で
あ
り
、
松
崎
が
Ｊ
Ｒ
東

日
本
で
築
き
上
げ
た
労
使
関
係

を
、
北
海
道
で
忠
実
に
再
現
し

た
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

今
も
同
労
組
顧
問
と
し
て
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
労
使
関
係
に
大
き
な

影
響
力
を
発
揮
し
て
い
る
」

　

佐
々
木
氏
は
「
わ
れ
ら
の
イ

に
主
張
し
て
い
る
。

　

北
鉄
労
は〝
平
和
共
存
否
定
〞

の
方
針
を
掲
げ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
傘

下
の
Ｊ
Ｒ
北
労
組
な
ど
他
労
組

と
の
組
合
員
と
の
交
流
を
禁
じ

て
き
た
。
今
で
も
他
労
組
の
組

合
員
と
職
場
で
挨
拶
も
交
わ
さ

な
い
、
親
し
げ
に
話
し
て
い
る

と
北
鉄
労
組
合
役
員
か
ら
目
を

付
け
ら
れ
る
、
休
憩
所
の
座
る

場
所
が
別
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
な

ど
の
実
態
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

北
鉄
労
に
お
い
て
、
排
他
主

義
、
積
極
攻
撃
型
組
織
防
衛
と

い
う
革
マ
ル
派
の
異
常
な
性
質

を
浸
透
さ
せ
て
き
た
と
い
わ
れ

る
の
が
、
佐
々
木
信
正
氏
で
あ

る
。
牧
久
氏
の
著
書
「
暴
君
」

　

北
鉄
労
は
、
６
月
９
日
〜
10

日
で
開
催
さ
れ
る
第
34
回
定
期

大
会
の
運
動
方
針
案
を
機
関
紙

「
ひ
び
き
職
場
討
議
資
料
（
５

月
17
日
付
）
」
で
掲
載
し
た
。

運
動
方
針
案
で
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
経
営
問
題
に
対
し
て
、
『
国

か
ら
の
支
援
よ
り
も
、
ま
ず
は

労
政
転
換
』
と
の
主
張
を
繰
り

返
し
、
会
社
倒
産
運
動
を
展
開

す
る
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
、

そ
れ
に
追
随
す
る
国
労
を
解
体

す
る
た
め
に
職
場
か
ら
取
り
組

み
を
展
開
し
、
一
企
業
一
労
働

組
合
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
昨
年

２
月
の
質
問
主
意
書
で
北
鉄
労

に
対
す
る
政
府
見
解
が
示
さ
れ

た
こ
と
を
棚
に
上
げ
て
、
自
ら

の
正
当
性
を
訴
え
る
か
の
よ
う

特　集

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
の

異
常
な
労
使
関
係
に
深
入
る

民
主
化
闘
争 

56

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
支
援
の

た
め
に
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ

る
今
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
こ
の

異
常
な
労
使
関
係
を
世
に
知
ら

し
め
、
関
係
を
清
算
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
や
は
り
、
労

政
転
換
が
先
決
で
あ
る
。

Ｒ
北
海
道
丸
は
今
、
荒
海
の
中

で
難
破
の
危
機
に
直
面
し
て
お

り
、
労
使
一
丸
で
『
安
全
の
再

生
』
と
い
う
港
に
向
け
協
力
し

て
航
海
を
続
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

か
ん
よ
」
と
、
冷
や
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
21
歳
の
孫
は
大
学
を
休
学
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま

す
。
「
遊
び
に
来
て
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
時
間
が
と
れ
ず
に
困
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
注
意
し
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
苅
田
町
の
発
展
に

努
力
を
続
け
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
本

年
９
月
に
は
６
期
目
の
選
挙
に
挑
戦
し
、

不
退
転
の
決
意
で
臨
む
決
意
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

苅
田
町
議
会
議
員
の
井
上
修
で
す
。
Ｊ

Ｒ
発
足
後
、
旅
行
事
業
に
勤
め
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
１
９
９
９
年
９
月
に
初
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
ま
で
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
苅
田
町
は
、
北
九
州
市

の
中
心
地
（
小
倉
駅
）
よ
り
日
豊
本
線
で

約
30
分
、
人
口
は
約
３
万
７
０
０
０
人

で
、
歴
史
や
文
化
、
自
然
の
豊
か
な
町

で
す
。
４
月
に
は
千
年
の
歴
史
が
あ
る

「
松
会
」
、
10
月
に
は
神
幸
祭
の
「
山
笠

巡
行
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
県

外
か
ら
も
集
ま
り
賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
、

先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
「
陸
・
海
・

空
」
の
交
通
網
を
発
展
さ
せ
、
多
く
の
企

業
が
立
地
す
る
企
業
城
下
町
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
５
期
目
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
初
当
選
以
来
、
駅
か
ら
始
ま
る

「
街
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
小
波
瀬

西
工
大
前
駅
周
辺
整
備
と
橋
上
駅
化
の
実

現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の

期
待
を
裏
切
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
遠

田
町
長
（
地
方
議
員
団
連
絡
会
所
属
）
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
早
期
着
工
を
目
指
し
ま
す
。

　

４
月
17
日
で
71
歳
に
な
り
ま
し
た
。
趣

味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

今
宮
選
手
の
大
フ
ァ
ン
）
、
そ
し
て
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
４

月
か
ら
老
友
会
会
長
を
務
め
て
お
り
、
地

域
活
動
で
良
い
情
報
交
換
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

子
供
４
人
・
孫
11
人
に
囲
ま
れ
、
孫
は

全
員
が「
じ
い
ち
ゃ
ん
」と
は
言
わ
ず「
し
ゅ

う
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
時
お

り
、
「
し
ゅ
う
ち
ゃ
ん
老
け
込
ん
だ
ら
い

苅
田
町
議
会
議
員
（
福
岡
県
）

井  

上
　
　
修 

さ
ん
　
　

週刊 東洋経済（2018.6.30）「集中連載ＪＲ歪んだ労使関係」より

ＬＲＴ化は政策活動の成果、早期実現・成功
につなげていくと語る荻山委員長

「クロスセクター効果」について触れ、必要
性を定量的に示していくことも重要と訴えた

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

部
に
「
自
ら
の
意
志
で
北
鉄
労

と
一
緒
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
」

と
言
わ
し
め
る
よ
う
な
労
使
関

係
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、

昨
年
の
大
会
で
挨
拶
し
た
島
田

社
長
は
「
我
々
の
乗
り
組
む
Ｊ

地方議員団
紹介

【ＪＲ九州労組】

　

５
月
29
〜
30
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、
静
岡
県
熱
海
市
で
開
催
さ

れ
た
交
運
労
協
主
催
の
第
25
回

交
通
運
輸
政
策
研
究
集
会
に
Ｊ

Ｒ
各
単
組
の
産
業
政
策
担
当
者

ら
14
人
が
出
席
し
た
。
集
会
に

は
全
国
か
ら
各
構
成
組
織
役
員

及
び
地
方
・
県
交
運
労
協
代
表

者
（
う
ち
Ｊ
Ｒ
連
合
出
身
10
人
）

な
ど
約
１
７
０
人
が
参
集
し
た
。

　

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
住
野
敏

彦
議
長
は
「
交
通
運
輸
サ
ー
ビ

ス
観
光
産
業
と
し
て
、
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

地
域
に
お
け
る
連
携
・
協
働
が

欠
か
せ
な
い
」
と
述
べ
た
。
さ

ら
に
、
「
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

働
き
方
改
革
」
に
触
れ
、自
動

車
運
転
者
の
労
働
時
間
を
定
め

た
改
善
基
準
告
示
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
「
各
産
別
か
ら
の

意
見
を
集
約
し
、
魅
力
あ
る
産

崎
肇
桜
美
林
大
学
教
授
が
「
交

通
政
策
の
新
た
な
展
開
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
Ｉ
Ｔ
Ｆ
の
浦
田
誠
政
策
部

業
を
創
り
上
げ
て
い

く
」
と
力
強
く
語
っ

た
。

　

そ
の
後
、
国
土
交

通
省
総
合
政
策
局
公

共
交
通
政
策
部
が

「
交
通
・
イ
ン
フ
ラ

政
策
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
情
勢
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
、

交
運
労
協
顧
問
の
戸

長
か
ら
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
を
め
ぐ
る
世
界
の
動
向

と
労
働
組
合
の
課
題
」
と
し
て

国
際
情
勢
報
告
を
受
け
た
。

　

２
日
目
に
は
３
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
統
一
テ
ー
マ
に
「
激

変
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
し
う

る
総
合
交
通
政
策
の
確
立
を
」

を
掲
げ
、
分
科
会
ご
と
に
「
少

子
高
齢
化
な
ど
社
会
の
変
化
に

対
応
し
た
取
り
組
み
」
「
多
発
・

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対

応
と
安
全
対
策
」
「
先
進
技
術

の
進
展
を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
」
に
つ
い
て
討
論
を
行
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
の
出
席
者

ら
は
積
極
的
に
討
論
に
参
加
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
掲
げ
る
政
策
提
言

を
中
心
に
、
各
単
組
で
抱
え
る

諸
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
発
言

を
行
い
、
政
策
集
団
で
あ
る
交

運
労
協
を
リ
ー
ド
す
る
Ｊ
Ｒ
連

合
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

分
科
会
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

集
会
ま
と
め
と
し
て
、
政
策
委

員
長
の
松
岡
裕
次
Ｊ
Ｒ
連
合
会

長
が
「
交
通
運
輸
・
観
光
サ
ー

ビ
ス
産
業
に
お
い
て
は
、
人
口

減
少
局
面
を
迎
え
つ
つ
、
技
術

革
新
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、

ま
さ
に
激
変
す
る
情
勢
の
中
に

あ
る
。
や
は
り
行
政
と
の
関
わ

り
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を

共
有
で
き
た
か
と
考
え
る
。
我

々
の
産
業
が
、
社
会
福
祉
政
策

等
と
の
関
連
が
深
い
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
『
ク
ロ
ス
セ
ク
タ

ー
効
果
』
と
い
っ
た
も
の
を
検

証
し
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
は

携
し
な
が
ら
、
推
し
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
各
関
係
者

の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

　

来
賓
挨
拶
の
後
、
一
般
社
団

法
人
グ
ル
ー
カ
ル
交
流
推
進
機

構
の
土
井
勉
理
事
長
が
「
公
共

交
通
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
と

題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
、
吉

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政

策
活
動
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
宮
野
勇
馬
政
策
・
調

査
部
長
が
報
告
し
た
後
、
「
Ｌ

Ｒ
Ｔ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
む
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
っ

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
た
大
瀧
浩
二
Ｊ
Ｒ
西
労
組
岡

山
地
本
執
行
委
員
長
は
「
ま
だ

半
数
近
く
の
市
民
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

こ
と
を
知
ら
な
い
。
メ
ー
デ
ー

で
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
、
意
識

喚
起
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
が
、
さ
ら
に
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
と
し
て
内
外

へ
の
発
信
を
強
め
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
５
月
28
日
、

岡
山
市
内
で
第
７
回
政
策
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
西

労
組
組
合
員
な
ど
総
勢
３
０
０

人
が
集
ま
っ
た
。
岡
山
・
総
社

の
各
市
長
も
来
賓
と
し
て
出
席

し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
松
岡
裕

次
会
長
、
中
山
耕
介
組
織
・
政

治
部
長
、
中
村
鉄
平
交
通
政
策

部
長
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組

の
政
策
担
当
者
ら
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
市
朗
中
央
執
行

委
員
長
は
挨
拶
に
立
ち
、
「
吉

備
線
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
が
岡
山
市
・

総
社
市
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
三
者

合
意
に
至
っ
た
が
、
単
に
建
設

し
た
だ
け
で
な
く
、
沿
線
の
再

開
発
や
駅
か
ら
の
二
次
交
通
と

い
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
と
も
連

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
７
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

鉄
道
特
性
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
を
共
創

交
運
労
協
第
25
回
交
通
運
輸
政
策
研
究
集
会

  

交
通
運
輸
に
社
会
政
策
的
観
点
を

な
い
か
」
と
単
に
交
通
運
輸
政

策
に
と
ど
ま
ら
な
い
産
業
の
必

要
性
を
訴
え
た
。

　

最
後
は
、
住
野
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く
く
り
、

交
通
運
輸
産
業
の
将
来
を
見
据

え
た
進
む
べ
き
方
向
を
参
加
者

全
体
で
共
有
し
合
っ
た
。

備
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に

つ
い
て
「
各
首
長

が
『
ク
ル
マ
型
』

の
ま
ち
か
ら
『
公

共
交
通
』
の
ま
ち

へ
変
わ
っ
て
い
く

ん
だ
と
い
う
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

し
た
こ
と
が
重

要
」
と
意
義
を

説
い
た
。


